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授
孝
碑́隣
騨
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〕

γ

だ
か
崚ヽ

大
き
な
期
待
を
こ
め
て
熱
い
視
線
を

く
上微

い
つ
た

７
７

′
申

ｔ

″

の
将

ぢ

し
騒

け
ｔ

懺

だ
け

に
舜
Ｎ
に
こ

０
０

げ

や
け
に

缶

わ

っ
ι

く

致

η
り
丁

．

刷

葬

疑

杵
篤
象

緯
布

ず
莉
ン
にス
一４
１
形

一７イプ
υしＦ．

男
は
熱
中
し
て
い
る
時
の
顔
が
い
ち
ば
ん
す
が
す
が
し
い
。

〈
イ
マ
８
ア
、
豫
ｏ
％
…
）

ｉ

ｎ
ょ

７
、
と
，
多

ι

決

か
′
に
ザ

イ
′．
げ

―
″

と
こ
不
３

。
「
Ｎ
プ
ル
レな

【
つ
に
“
う
し
τ
ぶ
実
へ
脅
（

し中‘犠
「％

叫
衛
絲
型
句
翼
γ
れ
″メ
哺
刻
輛
力

¨

野
”γ
力
．ヽ
聯
ａ
´
ガ
散
ず

一

ぞ

右
，

Ｆ

ι
魔
．

一
由

、

一
曲

巾
Ｉ

Ｏ
ど
嗣
」
勝
デ
響
熊
脇
鰍
郷
」

規
如
工
し
い
生

活
ｔ
し
て
い
な
い
の
む

賢ヽ
日
め
耐
工
■
ド
土
沖
¨
Ｚ
し
ま
・て
い
こ
、

よ
く
行

く
韓
λ
し
■
‥
ド
な

が
ら
だ
０
ホ

谷
Ｑ

ヘヒ
ι
こ
の
Ｌ
４
２
″
こ
．嘱
し
あ

て
日
曜
ａ
智
と
爆
Ｄ■
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乙
す
。

だ
未

公
Ｑ

は
渋
番
●
一ふ

十
２

人ヽ

こ
り
の
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し―
公
園

こ
Ｏ
ｏ
モ
長
ヒ
”

，
虚

じ
●
々
ヽ，

が
あ
ふ
Ｌ
‐
γ
」
に

７

．二
リ
ニ
劇
０
一ア
Ｌ
い
、
週

刊
ヽ

寸
い
Ｐ

ヽ
通
９
多
い
ｉ

タ
ケ
６

浅
も
、そ

う
を
う
千
Ｘ
ハ
●
」
も
い
手
や
、
ザ
ん
Ｌ

７↓
弩
Ｌ
り
の
ふ
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者
火
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●
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で
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特
ｏ
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Ｚ
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Ｔ
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］
Ｚ
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Ｚ
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６
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２
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摯
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ｐ
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０
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台
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Ｆ
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．
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０
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■
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３
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の
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こ
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一

象
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姫
り
に
着
い人
Ｆ
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り
く
ピ

，
Ｆ
ド
れ
Ｌ

，
甘
償
パ
ヤ
持
り

ユ
ろ
Ｆ
β
「Ｅ
乏
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・
γ
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し．ナ
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Ｆ
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Ｐ
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Ｅ
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ご
う
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２
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Ｆ
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の
相
響
「
算
遇
勲
肇
岬

い
　
大
安
に
連
体
が
重
な

っ
た
二
十
二
日
、
各
地
で
結
婚
式
が
行
わ
れ
、
幸
せ
な
カ
ッ
プ
ル
の
門
出
を
祝
福
す
る
光
景
が
見
ら
れ

た
。
こ
ん
な
な
か
、
大
東
町
の
旧
家
で
は
、
古
式
に
の

っ
と

っ
た
昔
な
が
ら
の
結
婚
式
が
行
わ
れ
、
近
所
の
話
題
を
集
め
た
。

こ
の
と
こ
ろ
、
結
婚
式
場
で
式
か
ら
披
露
宴
ま
で
行
う
ケ
ー
ス
が
多
く
な

っ
て
お
り
、
「
座
敷
で
行
う
、
昔
な
が
ら
の
結
婚
式
に

は
情
緒
が
あ

っ
て
良
い
…
一
と
、
出
席
者
の
評
判
も
な
か
な
か
の
も
の
だ

つ
た
。　
　
　
　
ら
げ
今

の
く

ニヽ
ス
タ

Ｌ
だ
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〕
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ｔ
‘
ん

で

す

０

じ

υ

に
Ю
陥
鴨
式
を
行

っ
た
の
は
、　
一大
東
町
鳥
海
存
古
戸
痢

一
三
、
会

一社
員

・
倒
劇
「
ョ
劃
刀
「
Ｊ
「
刊
コ
劇
ヨ
剤
「
副
洲
「
矧
引
綱
「

一
〓
一

さ
ん

の
父

。
昭

さ

ん
金

じ
や
仲

人

さ

ん

の
希

望
で
、

昔

な
が
ら

の
結

婚
式
が

″
実

現

″
し

た
。

花

嫁

の

一
行
か

、

宮
城

県

栗
原

郡
の
実

家
か

ら

到

着
し

た

の
は

午

前
十

時

過

ぎ
ｃ
一
長
持

ち
唄

一か
ル

く

な
か

、
提

燈

（
ち
―
ラ
ち
ん

）

や
酒

樽

、
長
持

ち

に
続

い
て

花

嫁

が

、

新

郎

宅
ま

で
約

百

〓
■
い
か

に

歩

く

。
沿

道

に
は

、

い
ま

■
は

珍

し

い
花
嫁

行

列
を
興

よ

う
Ｌ

、

親
は
や

近

所

の
，
、
た

ち
か

詰

め
か

け

、

ニ

コ

ニ
コ
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で

迎
え
た

。

庭

に
着

い
た

花
”

は

、
敷

馨
を

ま

た

そ

の

に

欠

か
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な
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近

迎

（ち
か

む
か

い
）
の

儀
式
を

受

け

、

勝

手

日
か
ら
合

所
を

通

っ
て

新

郎
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つ
座
敷

へ
。

こ
の
間

、
座

敷

で
は

新

郎
と
花
嫁

両
家

の
親

戚
の

紹

介
か
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わ

れ

、
い
よ

い
よ
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九
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」
の
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へ
ｃ

伊

東

さ
ん
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で
は

、

親

戚
が

集

ま

り
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一
週
間
も
前
か

ら

準

備

に

追
わ
れ

、
当

日
も

大
に

ぎ
わ

い
。

花

嫁

の

到
着
を
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っ
て
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も
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つ
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も

始
ま

り

、
音

な
が
ら

の
結

婚
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が

″
再
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″
さ
れ

た
。

こ
の
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館

や
結

婚

式
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の
結

婚
式
が
増
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う
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な
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の
式
は
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々
少

な

く

な
り
、

い
ま

で
は

珍

し

く

な

っ
た

。

こ
の

日
、
出

席
者

ら

は
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作
法
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に
式

通
り
に
進
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式
を

見

つ
め

、

二
人

の
門
出
を
祝

補

し

て

い
た
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岡
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２
３
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０
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．
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